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『「
新
た
な
価
値
の
創
造
・
共

創
」
の
時
代
の
実
務
家
公
務
員
の

技
術
力
』

　

こ
の
小
見
出
し
は
、
前
の
静
岡

県
副
知
事
で
現
静
岡
市
長
の
難

波
喬
司
氏
の
２
０
１
８
年
出
版

の
著
書
の
表
題
で
あ
る
。

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
公
務

員
の
方
た
ち
の
中
で
は
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
の
こ
と
。
私
も
読
ま
せ

て
も
ら
っ
た
が
、
公
務
員
向
け
の

実
務
書
と
い
う
よ
り
、
経
営
者
と

経
営
幹
部
向
け
の
思
想
（
何
を
な

す
べ
き
か
）
と
、
そ
の
実
現
の
た

め
の
「
能
力
を
磨
く
」
実
践
書
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

こ
う
し
た
書
籍
が
公
務
員
の

方
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
実
践

さ
れ
る
な
ら
ば
、
我
々
の
持
つ
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
公
務
員
像
も

変
わ
っ
て
来
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

そ
う
し
た
難
波
市
長
に
率
い

ら
れ
る
静
岡
市
が
、
ま
さ
に
「
新

た
な
価
値
の
創
造
・
共
創
」
を
喚

起
す
る
共
創
コ
ン
テ
ス
ト
『
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
』
＆
『
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
』

を
主
催
す
る
。

  

行
政
課
題
解
決
型
の

  『
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
』

　
『
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
』
は
、静
岡
市
の

各
行
政
部
署
が
、
行
政
課
題
と
し

て
掲
げ
る
２
０
の
テ
ー
マ
を
解

決
す
る
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

募
る
も
の
で
あ
る
。

　

静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
と
し
て
は
今

回
、
観
光
政
策
課
が
設
定
し
た
テ

ー
マ
【
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
に

対
し
て
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
が
不
十
分
。
ク
ル
ー
ズ
船
で
寄

港
す
る
観
光
客
向
け
に
、
寄
港
前

に
Ｐ
Ｒ
を
行
え
て
い
な
い
】
に
つ

い
て
、
二
つ
の
施
策
で
応
募
し
よ

う
と
思
う
。

　

一
つ
目
は
、
在
日
カ
ナ
ダ
人
や

英
国
人
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
日
の

出
埠
頭
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動

画
の
撮
影
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

に
よ
る
拡
散
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
富
士
山
の
景
観
に

頼
ら
な
い
静
岡
の
食
、
体
験
、
穴

場
景
観
の
一
つ
一
つ
を
、
清
水
港

か
ら
の
英
文
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ　

Ｃ
Ａ

Ｒ
Ｄ
と
し
て
作
成
、
継
続
的
に
日

の
出
埠
頭
で
配
布
し
、
リ
ピ
ー
ト

率
が
高
い
一
方
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
不

得
手
な
高
齢
者
層
に
浸
透
を
図

る
こ
と
で
あ
る
。

　

一
見
、
極
め
て
ア
ナ
ロ
グ
的
で

は
あ
る
が
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用

し
、
カ
ー
ド
を
き
っ
か
け
に
興
味

深
い
情
報
に
高
齢
者
が
ア
ク
セ

ス
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

  

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
提
案
型
の

  『
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
』

　
『
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
』
は
、
テ
ー

マ
を
絞
ら
ず
に
、
広
く
静
岡
市
の

持
つ
課
題
を
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
創
造
力
と
地
元
企
業
・
団
体
と

の
共
創
に
よ
っ
て
、
課
題
を
解
決

し
よ
う
と
い
う
も
の
。
ま
さ
に
創

立
３
年
目
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

で
あ
る
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
と
し
て

は
、
願
っ
て
い
た
企
画
だ
。
今
回

は
、【
清
水
港
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

顧
客
向
け
観
光
タ
ク
シ
ー
マ
ル

チ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
】
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。

  

現
状
の
ク
ル
ー
ズ
船

  

チ
ャ
ー
タ
ー
タ
ク
シ
ー

  

手
配
の
課
題

　

先
の
コ
ラ
ム
で
書
い
た
よ
う

に
、
清
水
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
の

寄
港
回
数
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数

は
確
実
に
増
え
て
お
り
、
さ
ら
に

来
年
か
ら
日
の
出
埠
頭
で
の
２

隻
同
時
着
岸
が
可
能
に
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
層
増
加
す
る
と

思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
埠
頭
で
の
タ
ク
シ
ー
チ

ャ
ー
タ
ー
の
受
け
入
れ
体
制
が

徐
々
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
多
い
時
で
１
日
46
回
、
取
扱

高
も
１
２
０
万
円
を
超
え
た
。
し

か
し
、
埠
頭
で
の
チ
ャ
ー
タ
ー
利

用
に
は
不
確
実
性
が
あ
り
、
こ
の

た
め
寄
港
前
の
事
前
予
約
型
の

チ
ャ
ー
タ
ー
を
増
や
す
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
予
約
の
仕
組

み
を
構
築
し
、
タ
ク
シ
ー
車
両
と

ガ
イ
ド
要
員
の
増
加
と
確
保
、
さ

ら
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
と
供
給

側
の
タ
ク
シ
ー
の
効
率
的
な
マ

ッ
チ
ン
グ
を
行
う
静
岡
市
全
体

の
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

作
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
下
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
提
案
書

風
に
記
述
す
る
と
…

  

事
前
予
約
型
チ
ャ
ー
タ
ー

  

タ
ク
シ
ー
拡
大
の

  

３
つ
の
ネ
ッ
ク

①
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
魅
力
の

あ
る
静
岡
市
の
観
光
コ
ー
ス
、

と
り
わ
け
タ
ク
シ
ー
と
い
う

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
移
動
手
段

を
活
用
し
た
、
最
近
の
海
外
個

人
旅
行
客
が
楽
し
め
る
食
と

体
験
の
旅
程
が
寄
港
前
に
提

案
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

②
今
ま
で
の
事
前
予
約
の
多
く

は
乗
車
人
員
が
５
人
以
上
の

特
大
車
に
集
中
し
て
い
る
一
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サイ
トへ
GO
！

タクシー専門求人サイト！

９:00 から 21:00 お問い合わせ受付中 ▶▶ 0120-84-8284

運転
の仕
事 .
 jp

80％以上が未経験者からの応募！ タクシー経験のない人にも分かりやすくサイトで紹介！
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方
で
、
静
岡
市
内
の
タ
ク
シ
ー

事
業
者
が
保
有
す
る
台
数
は

十
数
台
し
か
な
く
、
供
給
力
に

限
り
が
あ
る
こ
と

③
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
対
応
で

き
る
外
国
語
（
主
に
英
語
）
ガ

イ
ド
が
不
足
し
て
い
る
。
２
０

１
８
年
の
通
訳
案
内
士
法
の

改
正
に
よ
り
、
国
家
資
格
で
あ

る
全
国
通
訳
案
内
士
で
な
く

て
も
有
料
で
ガ
イ
ド
を
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
が
、
そ

う
し
た
ガ
イ
ド
が
ま
だ
組
織

化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
数
も
少
な

い
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
能
力
の
基

準
も
な
く
、
質
も
担
保
さ
れ
て

い
な
い
こ
と

  

こ
れ
ら
３
つ
の
大
き
な

  

ネ
ッ
ク
の
解
決
策

①
の
解
決
策

　

世
界
有
数
の
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
で
あ
る
富
士
山
を
軸
に
、
外
国

人
目
線
か
ら
の
魅
力
あ
る
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
（
自
然
、
食
、
体
験

な
ど
）
を
数
多
く
揃
え
、
そ
の
コ

ー
ス
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
事
前
に
情
報

提
供
し
、
事
前
予
約
に
誘
導
す
る

②
の
解
決
策

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
中
で
も

夫
婦
や
小
家
族
な
ど
の
２
人
な

い
し
４
人
向
け
の
観
光
コ
ー
ス

を
用
意
し
、
特
大
車
で
は
な
く
供

給
台
数
が
多
い
普
通
車
の
利
用

を
図
る
。

③
の
解
決
策

　

全
国
通
訳
案
内
士
な
ど
の
外

国
語
ガ
イ
ド
の
組
織
化
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
だ
け
で
な

く
、
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の
ガ
イ
ド

化
を
図
る
。
特
に
乗
務
員
の
中
に

は
す
で
に
英
検
２
級
レ
ベ
ル
以

上
の
英
語
力
を
持
つ
も
の
が
存

在
す
る
。
さ
ら
に
現
在
の
通
訳
ア

プ
リ
の
高
性
能
化
、
ポ
ケ
ト
ー
ク

な
ど
の
通
訳
専
用
機
が
普
及
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
使
い
こ
な
す

こ
と
が
で
き
る
乗
務
員
が
一
定

数
存
在
す
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
乗

務
員
を
静
岡
県
タ
ク
シ
ー
協
会

の
清
水
支
部
や
静
岡
支
部
と
連

携
し
て
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
面
も

含
め
て
教
育
、
組
織
化
し
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ

と
が
、
増
大
す
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
へ
の

供
給
力
を
高
め
る
上

で
、
決
定
的
な
鍵
で

あ
る
。

　

通
訳
案
内
士
、
英

語
ガ
イ
ド
、
英
語
乗

務
員
、
通
訳
ア
プ
リ

乗
務
員
の
、
こ
の
４

段
階
の
ガ
イ
ド
と
特

大
車
、
普
通
車
の
組
み
合
わ
せ
を

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
提
供
で
き
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
る
こ
と
が
、
ネ

ッ
ク
解
消
の
解
で
あ
る

具
体
的
に
は

①
に
つ
い
て

　

外
国
人
目
線
か
ら
の
観
光
コ

ー
ス
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
在
日

カ
ナ
ダ
人
や
英
国
人
で
あ
る
弊

社
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
外
国
人
目

線
に
よ
る
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
の

動
画
を
作
成
し
、
日
の
出
埠
頭
で

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
で
拡
散
を
し

て
行
く
。

　

ま
た
、
地
元
旅
行
会
社
と
共

創
し
、
世
界
的
オ
ン
ラ
イ
ン
旅

行
会
社
の
Ｖ
ｉ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
な
ど

を
通
じ
て
事
前
予
約
型
チ
ャ
ー

タ
ー
タ
ク
シ
ー
の
受
注
を
増
や

す
と
共
に
、
チ
ャ
ー
タ
ー
タ
ク
シ

ー
利
用
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ

の
投
稿
を
働
き
か
け
、

そ
の
拡
散
を
通
じ
て
、

静
岡
の
旅
行
会
社
へ

の
直
接
の
ア
ク
セ
ス
、

受
注
を
図
る

②
に
つ
い
て

　

静
岡
県
タ
ク
シ
ー

協
会
静
岡
支
部
・
清

水
支
部
と
共
創
し
、

特
大
車
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の

み
な
ら
ず
、
普
通
車
（
ジ
ャ
パ
ン

タ
ク
シ
ー
、
黒
タ
ク
）
の
事
前
予

約
型
チ
ャ
ー
タ
ー
タ
ク
シ
ー
へ

の
活
用
を
図
る

③
に
つ
い
て

　

通
訳
案
内
士
と
の
連
携
や
英

語
ガ
イ
ド
の
養
成
も
行
っ
て
い

る
、
静
岡
市
内
の
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
駿
府
ウ
ェ

イ
ブ
国
際
部
と
の
連
携
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

す
る
が
企
画
観
光
局
傘
下
の
清

水
港
で
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
協
業
、
さ
ら
に
量
的
に
一
番

供
給
力
が
期
待
さ
れ
る
、
英
語
乗

務
員
、
通
訳
ア
プ
リ
乗
務
員
の
養

成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い

て
、
静
岡
県
タ
ク
シ
ー
協
会
と
の

共
創
を
図
っ
て
い
く

  

コ
ン
テ
ス
ト
は

  

き
っ
か
け
に
過
ぎ
な
い

　

今
回
提
案
す
る
企
画
が
、
静
岡

市
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
選
ば
れ
る
、

選
ば
れ
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
ク
ル

ー
ズ
船
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
、
静

岡
の
観
光
産
業
と
タ
ク
シ
ー
業

界
に
と
っ
て
は
是
非
と
も
必
要

な
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

行
き
た
い
！

（
２
０
２
４
年
７
月
27
日
記
）

tuzi
?????????


